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紀
州
有
田
商
工
会
議
所

女
性
会（
田
邊
定
子
会
長
）は
、

地
域
振
興
事
業
の
一
環
と
し

て
、十
一
月
七
日（
木
）、Ｊ
Ｒ

箕
島
駅
に
座
布
団
を
寄
贈
し

た
。当
日
は
当
商
工
会
議
所

女
性
会
会
員
八
名
が
箕
島
駅

を
訪
れ
、待
合
室
の
椅
子
へ

寄
贈
し
た
座
布
団
を
敷
い
た
。

綺
麗
な
座
布
団
に
入
れ
替
え
、

電
車
の
待
ち
時
間
を
快
適
に

過
ご
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

今、経営に悩みをかかえていませんか？商工会議所経営指導員が相談に応じます。
問い合わせ先：紀州有田商工会議所　☎８３－４７７７

相談及びセミナー参加ご希望の方は、当所までご連絡ください  ☎８３-４７７７
12月2日㈪・9日㈪・16日㈪・23日㈪

午後１時～３時

経 営 窓 口 相 談
相談員  経営指導員

創業・融資・労務管理など経営の諸
問題についてご相談をお受けします

12月9日㈪
午後１時～３時

労 務 相 談
相談員  経営指導員

労働時間、就業規則、時間外
協定等労働に関する相談及

び各種助成金の相談

12月11日㈬
午後１時～3時

金 融 相 談
場　所  紀州有田商工会議所

運転資金が必要な方、設備資金
の必要な方は、ご相談下さい。

借入一本化など総合的な融資の
相談に応じます。

※詳しくは、商工会議所まで

12月13日㈫
午後１時30分～3時

年末調整説明会
場　所  商工会議所
　　　　　　６階会議室
講　師  商工会議所
　　　　　　記帳指導員
◇内容
　年末調整の仕方
　今年度の税制改正のポイント
　決算準備に係る説明　等
◆申込
　商工会議所（℡83-4777）へ

12月24日㈫
午後1時30分～4時30分

特許・発明相談
場　所  紀州有田商工会議所
相談員  滝本弁理士

和歌山県発明協会担当者"

商標登録、特許申請など 
特許、発明に関するご相談

電話予約優先です。 
    　電話(0737)83-4777

2020年1月14日㈫
午後2時～3時30分

キャッシュレス決済導入
＆利用セミナー

場　所  商工会議所６階会議室
講　師  ＰａｙＰａｙ担当者
　　　商工会議所担当者
◎内容：
◦キャッシュレスの現状・動向
◦キャッシュレスの利用、導入方法
◦軽減税率制度への対応
◦Ａｉｒレジの紹介　等

◎申込：商工会議所まで

12月9日㈪・23日㈪
午後１時～３時

記帳・税務相談
場　所  紀州有田商工会議所

簡易帳簿、複式記帳の付け方
（パソコン会計含む）や税務
に関する相談をお受けします

12月10日㈫
午後１時～３時

メンタルヘルス対策相談
場　所  紀州有田商工会議所
相談員  村上 寿美子氏

・職場のうつ病対策
・セクハラ、パワハラ
・メンタルヘルス教育研修
・休職者への職場復帰支援
・心の健康づくりに関するご相談
※専門の産業カウンセラーが相

談をお受けします。

12月10日㈫
午後１時～３時

年金・助成金相談
場　所  紀州有田商工会議所
相談員  村上 寿美子 社会保険労務士

年金、各種助成金に関するご相談

窓口相談・セミナー等12月

当
商
工
会
議
所
で
は
（
一

社
）
和
歌
山
県
発
明
協
会
と

の
共
催
で
「
商
標
・
特
許
等

無
料
相
談
会
」
を
開
催
。

・
開
発
し
た
製
品
の
製
造
技

術
・
商
品
名
・
商
品
デ
ザ

イ
ン
を
ど
う
守
れ
ば
よ
い

か
？

・
特
許
等
の
出
願
を
検
討
し

て
い
る
が
、
何
か
ら
は
じ

め
れ
ば
よ
い
の
か
？

な
ど
の
商
標
・
特
許
・
実

案
・
意
匠
に
つ
い
て
の
ご
相

談
に
専
門
家
が
ア
ド
バ
イ
ス

当
商
工
会
議
所
建
設
業
部

会
（
北
畑
忍
部
会
長
）
で
は
、

十
一
月
十
五
日
（
金
）
京
都

府
宇
治
市
に
あ
る
天
ケ
瀬
ダ

ム
へ
の
視
察
研
修
を
行
っ
た
。

天
ケ
瀬
ダ
ム
は
現
在
、再
開

発
事
業
と
し
て
全
長
六
百
十

七
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ
ト
ン

ネ
ル
式
放
流
設
備
の
建
設
が

行
わ
れ
て
お
り
、水
の
入
り
口

で
あ
る
流
入
部
と
吐
口
部
に

近
い
水
の
勢
い
緩
め
る
減
勢

池
部
の
見
学
を
し
た
。日
本
最

大
級
の
水
路
ト
ン
ネ
ル
の
建

い
た
し
ま
す
。

　

詳
細
は
以
下
の
通
り
。

◯
日
時
…
十
二
月
二
十
四
日

（
火
）

　

十
三
時
三
十
分
～
十
六
時

三
十
分

◯
場
所
…
紀
州
有
田
商
工
会

議
所

〇
申
込
…
予
約
制

・
（一社）
和
歌
山
県
発
明
協
会

℡
〇
七
三
―
四
九
九
―

四
一
〇
五

・
紀
州
有
田
商
工
会
議
所

℡
八
三
―
四
七
七
七

設
現
場
を
見
学
で
き
、ス
ケ
ー

ル
の
大
き
さ
を
実
感
で
き
る

良
い
視
察
研
修
と
な
っ
た
。

当
商
工
会
議
所

第
二
十
一
期
八
支
部
長

創
業
セ
ミ
ナ
ー

事
業
主
の
み
な
さ
ま
へ

　
　
労
働
保
険
に
入
っ
て
い
ま
す
か
？

～
和
歌
山
労
働
局
～

商
標
・
特
許
等
の
無
料
相
談
会

建
設
業
部
会
視
察
研
修
ー
天
ケ
瀬
ダ
ム
ー

年
末
調
整
説
明
会

女
性
会
座
布
団
寄
贈

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
導
入
＆
利
用
セ
ミ
ナ
ー

第
十
九
回
有
田
ふ
る
さ
と
う
ま
い
も
ん

ま
つ
り　
盛
大
に
開
催

当
商
工
会
議
所
は
、
こ
の

度
、
第
二
十
一
期
（
令
和
元

年
十
一
月
～
令
和
四
年
十

月
）
の
支
部
長
を
選
任
し
た
。

第
二
十
一
期
の
八
支
部
長

は
次
の
方
々
。

（
敬
称
略
）

◎
初
島
支
部

　

脇
村
昌
宏

　
（
脇
村
食
料
品
店
）

◎
港
支
部

　

脇
村
吉
宣

　
（
カ
ネ
キ
農
園
）

◎
箕
島
支
部

　

田
中
賢
司

　
（
田
中
伝
商
店
）

当
商
工
会
議
所
で
は
、
地

域
経
済
の
活
性
化
を
目
的
に

十
一
月
三
日
（
日
）
に
「
有

田
ふ
る
さ
と
う
ま
い
も
ん
ま

つ
」
を
開
催
し
た
。

当
日
は
晴
天
に
も
恵
ま
れ

約
八
，
〇
〇
〇
人
の
来
場
客

で
賑
わ
っ
た
。
ス
テ
ー
ジ

で
は
ダ
ン
ス
や
マ
ジ
ッ
ク

シ
ョ
ー
な
ど
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
が
行
わ
れ
た
。
会
場
内

の
グ
ル
メ
フ
ォ
ト
チ
ャ
レ
ン

ジ
や
各
種
体
験
コ
ー
ナ
ー
に

も
多
く
の
方
の
参
加
が
あ
っ

た
。ま

た
、
同
会
場
に
お
い
て

「
有
田
う
ま
い
も
ん
グ
ル
メ

コ
ン
テ
ス
ト
」
も
開
催
。
有

田
地
域
の
素
材
を
使
っ
た
グ

ル
メ
二
十
一
作
品
が
エ
ン
ト

リ
ー
し
、
来
場
者
の
投
票
に

よ
り
コ
ン
テ
ス
ト
上
位
作
品

が
決
定
し
た
。

有
田
グ
ル
メ
コ
ン
テ
ス
ト

受
賞
作
品

第
一
位

・
熊
野
牛
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ

の
金
山
寺
味
噌
ダ
レ
丼

・
紀
の
国
み
か
ん
ど
り
紀
州

備
長
炭
使
用
く
い
だ
お
れ

焼
き
鳥
・
略
し
て
Ｋ
Ｋ
Ｋ

焼
き
鳥

　
（
同
率
一
位
）

第
三
位

・
赤
足
え
び
カ
ツ
丼

◎
宮
崎
支
部

　

田
中
秀
樹

　
（
田
中
電
器
店
）

◎
中
央
支
部

　

古
川
英
二

　
（
古
川
総
合
設
備
）

◎
保
田
支
部

　

名
倉
武
志

　
（
保
田
産
業
㈱
）

◎
糸
我
支
部

　

川
口
吉
春

　
（
㈲
有
田
植
物
園
）

◎
宮
原
支
部

　

嶋
田
和
人

　
（
Ｋ
Ａ
Ｚ
Ｕ
建
築
設
計
事

務
所
）

当
商
工
会
議
所
で
は
、
企

業
に
興
味
の
あ
る
方
、
既
に

創
業
の
計
画
を
お
持
ち
の
方
、

創
業
し
て
間
も
な
い
方
、
第

二
創
業
を
考
え
て
い
る
方
、

経
営
計
画
の
作
成
な
ど
に
関

心
の
あ
る
方
な
ど
を
対
象
に

「
創
業
セ
ミ
ナ
ー
」
を
三
回

シ
リ
ー
ズ
で
開
催
す
る
。

詳
細
は
以
下
の
通
り
。

◯
日
程

①
令
和
二
年
一
月
十
八
日（
土
）

②
令
和
二
年
一
月
二
十
五
日
（
土
）

③
令
和
二
年
一
日
（
土
）

各
回
と
も
十
三
時
三
十
分

～
十
六
時
三
十
分

◯
会
場
…
紀
州
有
田
商
工
会

議
所　

六
階

◯
内
容

①
創
業
の
た
め
の
基
礎
知
識
、

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
立
て
方

講
師
／
㈱
紀
の
州
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ

中
小
企
業
診
断
士　

濱
田

智
司 

氏

当
商
工
会
議
所
で
は
、
年

末
調
整
で
の
源
泉
徴
収
表
作

成
の
仕
方
や
今
年
度
の
説
明

を
行
う
年
末
調
整
説
明
会
を

以
下
の
通
り
開
催
す
る
。

◯
開
催
日
…
十
二
月
十
三
日

（
金
）

◯
時
間
…
十
三
時
三
十
分
～

十
五
時

当
商
工
会
議
所
で
は
、
こ

れ
か
ら
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
を

取
り
入
れ
た
い
、
ま
ず
は
自

分
が
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

を
行
い
た
い
と
い
っ
た
方
を

対
象
に
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
以

下
の
通
り
開
催
す
る
。
当
日

は
決
済
事
業
者
に
も
お
越
し

い
た
だ
き
決
済
で
も
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
等
も
行
っ
て
い

た
だ
く
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
初
心
者

で
も
分
か
り
や
す
い
内
容
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

詳
細
は
以
下
の
通
り
。

②
創
業
し
て
か
ら
の
販
路
開

拓
、
従
業
員
雇
用
の
ポ
イ

ン
ト
お
よ
び
助
成
金
に
つ

い
て

講
師
／
㈱
紀
の
州
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ

中
小
企
業
診
断
士　

濱
田

智
司 

氏

③
創
業
資
金
等
の
融
資
制
度

及
び
資
金
計
画
の
立
て
方

（
日
本
政
策
公
庫
和
歌
山

支
店
国
民
生
活
事
業　

融

資
第
二
課
課
長　

魚
住
隆

雄 

氏
）

　

創
業
に
お
け
る
Ｉ
Ｔ
の
活

用
方
法
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用

し
た
効
果
的
な
情
報
発
信

方
法
（
㈱
ピ
ー
シ
ー
チ
ャ

レ
ン
ジ 

寺
下
裕
嵩
氏
）

　

有
田
市
の
補
助
金
制
度
の

紹
介
（
有
田
市
産
業
振
興

課
担
当
者
）

◯
参
加
費
…
無
料

◯
申
込
…
紀
州
有
田
商
工
会

議
所

　

℡
八
三
―
四
七
七
七

◯
場
所
…
商
工
会
議
所 

六

階
会
議
室

◯
内
容
…
年
末
調
整
説
明
お

よ
び
変
更
点
に
つ
い
て

◯
講
師
…
商
工
会
議
所 

記

帳
指
導
員

◯
申
込
・
問
…
紀
州
有
田
商

工
会
議
所

　

℡
八
三
―
四
七
七
七

◯
開
催
日
…
令
和
二
年
一
月

十
四
日
（
火
）

◯
時
間
…
十
四
時
～
十
五
時

三
十
分

◯
会
場
…
紀
州
有
田
商
工
会

議
所　

六
階

◯
内
容
…
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
―

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
の
動
向
、

利
用
方
法
、
導
入
方
法
に

つ
い
て

　

商
工
会
議
所
担
当
者
―
軽

減
税
率
へ
の
対
応
、
Ｐ
Ｏ

Ｓ
レ
ジ
ア
プ
リ
紹
介

◯
問
・
申
込

　

紀
州
有
田
商
工
会
議
所

　

℡
八
三
―
四
七
七
七

─民話・伝説─
No.74こんな話が残っています

新
田
開
発
を
申
し
出
、
承
応

三
年
（
一
六
五
四
）
北
湊
に
、

七
十
町
歩
を
与
え
ら
れ
屋
敷

を
構
え
ま
す
。
こ
の
屋
敷
は

有
田
市
唯
一
の
武
家
屋
敷
で

す
。
山
本
家
で
は
、
過
去
の

戦
い
で
の
敵
・
味
方
の
将
兵

の
霊
を
弔
う
た
め
、
身
内
か

ら
出
家
し
、
高
野
山
で
「
権

大
僧
都
前
在
学
頭
隆
鐘
」
と

な
ら
れ
た
高
僧
が
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
の
た
め
山
本
家
に
関

係
し
て
い
た
方
々
が
、「
赤

岩
山
砂
山
大
師
」
を
尊
崇
の

念
で
、
四
百
年
近
く
の
長
年

お
祀
り
さ
れ
て
来
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。
役
員
の
方
に
お

聞
き
し
ま
す
と
現
在
講
の
方

は
、
有
田
市
内
外
約
百
数
十

件
で
、
役
員
六
名
が
中
心
と

な
り
毎
朝
砂
山
大
師
「
日
常

勤
行
聖
典
」「
理
趣
経
」
を

唱
え
勤
め
て
い
る
と
の
話

で
す
。
又
、
月
に
一
度
の
お

赤岩山砂山大師

勤
め
に
は
、
紀
三
井
寺
の
お

坊
様
を
迎
え
、
大
祭
は
毎
年

旧
暦
の
三
月
二
十
一
日
、
本

年
は
平
成
三
十
一
年
四
月

二
十
五
日　

午
後
一
時
に
行

わ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。
参

加
さ
れ
た
方
は
紀
三
井
寺
の

お
坊
様
二
名
、
役
員
六
名
、

他
五
十
名
程
で
、
砂
山
大
師

「
日
常
勤
行
聖
典
」「
理
趣
経
」

の
お
経
を
唱
え
真
心
か
ら
の

大
祭
を
終
え
た
と
の
こ
と
で

い
く
た
め
に
、
職
員
も
含
め

頑
張
り
ま
す
の
で
、
役
員
議

員
は
じ
め
皆
様
方
の
ご
支
援

と
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
を
申
し
上
げ
、
会
頭

就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

第
二
十
一
期
役
員

（
敬
称
略
、事
業
所
名
五
十
音
順
）

◎
会
頭

　

川
端
隆
也

　
（
日
出
手
袋
工
業
㈱
）

◎
副
会
頭

　

雜
賀
清
秀

　
（
㈱
雜
治
商
店
）

　

岡
本
幹
生

　
（
㈱
上
岡
工
業
）

◎
常
議
員

・
花
田
優

　
（
㈱
有
田
川
）

・
寺
杣
嘉
彦

　
（
㈱
あ
り
だ
住
宅
情
報
セ

ン
タ
ー
）

・
上
野
山
正
明

　
（
㈱
上
野
山
塗
工
所
）

・
鍵
野
昌
彦

　
（
㈲
鍵
野
新
聞
舗
）

・
内
田
喜
信

　
（
紀
伊
国
屋
工
業
㈱
）

・
濵
田
喜
平

　
（
㈱
紀
陽
銀
行
箕
島
支
店
）

・
児
嶋
正
人

　
（
㈱
Ｋ
Ｌ
）

・
野
口
信
人

　
（
光
亜
建
設
㈱
）

・
山
中
康
高

　
（
Ｊ
Ｘ
Ｔ
Ｇ
エ
ネ
ル
ギ
ー

㈱
和
歌
山
製
油
所
）

・
鹿
島
誠
一

　
（
大
日
本
除
虫
菊
㈱
紀
州

工
場
）

・
橋
爪
正
芳

　
（
㈱
橘
家
）

・
田
中
賢
司

　
（
田
中
伝
商
店
）

・
高
垣
太
郎

　
（
中
紀
バ
ス
㈱
）

・
橋
本
拓
也

　
（
㈱
Ｔ
Ｏ
Ａ
）

・
井
上
修
平

　
（
㈲
天
乙
商
店
）

・
岩
橋
行
伸

　
（
天
満
木
材
商
店
）

・
松
林
裕
次

　
（
㈱
松
林
）

・
赤
井
直
人

　
（
松
屋
電
工
㈱
）

・
長
江
伸
定

　
（
三
菱
電
線
工
業
㈱
箕
島

製
作
所
）

・
北
畑
忍

　
（
㈱
保
田
組
）

・
名
倉
武
志

　
（
保
田
産
業
㈱
）

・
吉
田
八
郎

　
（
吉
田
鉄
工
所
）

・
小
髙
清
孝

　
（
ラ
イ
オ
ン
ケ
ミ
カ
ル
㈱
）

◎
監
事

・
福
原
陽
司

　
（
き
の
く
に
信
用
金
庫
箕

島
支
店
）

・
秋
竹
新
吾

　
（
㈱
早
和
果
樹
園
）

・
辻
本
昌
徳

　
（
レ
イ
ズ
ネ
ク
ス
ト
㈱
和

歌
山
事
業
所
）

常
任
委
員
会（敬

称
略
）

◎
委
員
長　

〇
副
委
員
長

●
財
務
委
員
会

　

◎
岩
橋
行
伸

　

〇
内
田
喜
信

●
広
報
委
員
会

　

◎
橋
本
拓
也

　

〇
綛
田
隆
信

●
中
小
企
業
対
策
委
員
会

　

◎
赤
井
直
人

　

〇
児
嶋
正
人

●
地
域
振
興
対
策
委
員
会

　

◎
小
髙
清
孝

　

〇
橋
爪
正
芳

●
会
員
委
員
会

　

◎
田
中
賢
司

　

〇
花
田
優

顧
問
の
委
嘱（敬

称
略
）

◎
顧
問

・
望
月
良
男

　
（
有
田
市
長
）

・
山
口
敦
治

　
（
Ｊ
Ｘ
Ｔ
Ｇ
エ
ネ
ル
ギ
ー

㈱
和
歌
山
製
油
所
）

・
増
根
昭
洋

　
（
三
菱
電
線
工
業
㈱
箕
島

製
作
所
）

・
上
山
長
英

　
（
大
日
本
除
虫
菊
㈱
）

・
宮
井
清
明

　
（
南
元
食
品
工
業
）

・
栗
山
求

　
（
㈱
合
同
自
動
車
）

す
。
四
年
前
ま
で
は
餅
な
げ

も
盛
大
に
行
っ
た
と
の
こ
と

で
す
。

モ
ッ
ト
ー
は
、「
感
謝
の

謝
の
字
を
心
に
持
っ
て
言
・

身
・
寸
で
施
し
を
す
る
こ
と

で
」
お
互
い
の
助
け
合
い
を

重
視
し
て
い
ま
す
。

戦
前
ま
で
は
、
大
き
く
立

派
な
石
の
大
師
坐
像
が
祠
に

安
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

昭
和
二
十
二
年
多
く
の
信
者

の
お
力
で
、
修
造
さ
れ
、
更

に
現
在
は
大
き
な
お
堂
に
改

造
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
講
の

方
々
の
熱
心
さ
を
お
聞
き
し

て
い
ま
す
と
、
脈
々
と
引
き

継
が
れ
て
来
ま
し
た
信
仰
の

力
、
弘
法
大
師
様
の
マ
ン
ト

ラ
経
典
「
聖
な
る
真
実
の
こ

と
ば
」の
真
理
を
悟
る
こ
と
、

密
教
の
修
行
法　

三
密
の
加

持
の
力
を
も
っ
て
即
身
成
仏

す
る
こ
と
等
、
仏
心
で
あ
る

と
冥
想
し
、
大
師
様
の
教
え

に
近
づ
こ
う
と
、
実
践
さ
れ

て
い
る
こ
と
、
真
に
頭
の
下

が
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

（
提
供
・
有
田
市
文
化
協
会
）

霊
峰
高
野
山
の
山
裾
を
西

に
た
ど
り
ま
す
と
、
有
田
市

港
町
赤
岩
付
近
で
、
西
海
を

望
ん
で
開
け
て
い
ま
す
。
そ

こ
に
は
「
赤
岩
山
砂
山
大
師

堂
」
が
あ
り
ま
す
。
徳
川
家

康
公
十
男
の
頼
宣
公
が
、
元

和
五
年
（
一
六
一
九
）
紀
州

藩
主
と
し
て
、着
任
し
ま
す
。

そ
の
後
見
役
と
し
て
山
本
茂

房
が
同
行
し
ま
す
が
、
長
男

昌
貞
が
病
気
に
な
っ
た
た
め

令
和
元
年
十
月
三
十
一
日
（
木
）
開
催
の
第
一
二
四
回
臨
時
議
員
総
会
で
任
期
満
了
に
伴
う

第
二
十
一
期
の
会
頭
、
副
会
頭
（
二
名
）、
専
務
理
事
、
常
議
員
（
二
十
三
名
）、
監
事
（
三
名
）

が
選
任
さ
れ
た
。

ま
た
、
十
一
月
二
十
日
（
水
）
開
催
の
常
議
員
会
で
、
五
常
任
委
員
会
委
員
及
び
特
別
委
員

会
委
員
専
門
指
導
員
等
の
委
嘱
に
つ
い
て
決
ま
っ
た
。

再
チ
ャ
レ
ン
ジ
!!

会
員
事
業
所
の
発
展
が
地
域
を
創
る

し
ま
し
た
。
今
回
皆
さ
ま
方

か
ら
頂
い
た
会
頭
再
任
の
重

み
を
考
え
ま
す
と
、
身
が
引

き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

当
商
工
会
議
所
は
今
月
か

ら
創
立
五
十
一
年
目
に
入
り

ま
す
が
、
ど
ん
ど
ん
変
化
し

て
い
く
時
代
と
社
会
の
価
値

観
に
、
ど
う
や
っ
て
対
応
し

て
い
く
か
？
大
き
な
課
題
が

見
え
て
い
ま
す
。

「
主
体
は
会
員
事
業
所
、

会
員
事
業
所
の
発
展
が
地
域

を
創
る
」
を
合
言
葉
に
、
行

政
と
も
協
力
を
し
て
各
事
業

を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、
今

後
も
商
工
会
議
所
と
会
員
が

よ
り
一
層
団
結
を
し
て
、
有

田
市
の
産
業
振
興
と
地
域
住

民
福
祉
の
増
進
に
力
を
注
い

で
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
有
田
市
の
地
域
性
や

会
員
事
業
所
の
特
色
を
守
り

な
が
ら
、
新
し
社
会
に
通
用

す
る
価
値
観
を
作
り
上
げ
て

会
頭
就
任
挨
拶

第
二
十
一
期
会
頭

川
端
隆
也

紀
州
有
田
商
工
会
議
所
の

第
二
十
一
期
会
頭
に
就
任
し

た
川
端
隆
也
で
す
。
商
工
会

議
所
の
会
頭
は
ま
ず
会
頭
推

薦
委
員
会
か
ら
の
推
薦
を
受

け
、
常
議
員
会
の
承
認
を
頂

い
て
か
ら
、
十
月
三
十
一
日

の
第
一
二
四
回
臨
時
議
員
総

会
に
お
い
て
、
議
員
皆
様
の

ご
了
解
を
頂
き
就
任
が
決
定

正
社
員
、
パ
ー
ト
、
ア
ル

バ
イ
ト
な
ど
、
雇
用
形
態
に

か
か
わ
ら
ず
、
一
人
で
も
労

働
者
を
雇
っ
て
い
る
場
合
、

事
業
主
は
、
労
働
保
険
に
加

入
す
る
義
務
が
あ
り
、
そ
の

手
続
き
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
和
歌
山
労
働
局
、

最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

・
和
歌
山
労
働
局
労
働
保
険

徴
収
室

　

℡
〇
七
三
―
四
八
八
―
一

一
〇
二

会
頭
　
川
端
隆
也（
日
出
手
袋
工
業
㈱
）

副
会
頭

雜
賀
清
秀
（
㈱
雜
治
商
店
）

専
務
理
事
　
前
　
賴
雄

副
会
頭

岡
本
幹
生
（
新
任
）

（
㈱
上
岡
工
業
）



　　紀州有田商工ニュース 　《 市 民 版 》（2）　（第 6 1 0 号）　 令和元年 12 月 1 日（毎月 1 日発行）

紀州有田商工会議所青年部

新 入 会 員 募 集 中

青年部活動を通じて自分を、
有田市を盛り上げていこう！

【加入資格】紀州有田商工会議所会員で満16歳～45歳以下の方
【年会費】25,000円　【入会金】5,000円

TEL 0737-83-3371

紀州有田商工会議所 3階306号

足 ・ 膝 ・ 腰　の悩み

足と身体の健康工房

「フットケアトレーナー」が解決します

── 完 全 予 約 制 ──
DYMOCO

有田市野 419-3
0737－83－1116

株式会社  亀 井

塗装
防水 看板

営業中 !!紀州有田商工会議所１階で

営業時間

☎ 0737－83－4780
特産品販売所あり太くん

月～金曜　10時～16時
定休日　土曜、日曜、祝日

答
・・・・・
A

B

C

D

E

1 3

5

6 7

9

11

12 13

【ヨコのヒント】
1　上司の下で働く
3　チンする家電
5　結婚したばかりです
6　絵の描き方や技法
8　わずかな差のこと
10	 飛行機が離着陸すると

ころ
12	 新下関と博多の間にあ

る新幹線の駅
13	 漢字には音読みと○○

読みがある

【タテのヒント】
1	 食わねど高楊枝の人
2	 人生の節目の行事＝○○○○葬
祭

3	『三匹のこぶた』末っ子の家の素
材

4　１１７に電話して聞きます
7　「報・連・相」の「報」は？
8　シメジ、エリンギ、マツタケなど
9　日本の春を代表する花
11　コレも実力のうち

□
ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ
の
利
用
手
続

き
が
よ
り
便
利
に
な
り
ま

し
た

平
成
三
十
一
年
一
月
か
ら

従
来
の
方
式
に
加
え
、
次
の

二
つ
の
方
式
が
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。

･
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
方

式
･
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
方
式

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
ｅ

―
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(www.e-tax.nta.go.jp)

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
で
楽
し
も
う
♪

は
じ
め
て
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

（
０
歳
か
ら
ご
入
場
い
た
だ

け
ま
す
。）

〇
出
演

管
弦
楽
／
大
阪
交
響
楽
団

指
揮
者
／
山
脇
幸
人

歌
の
お
兄
さ
ん
／
新
井
宗
平

歌
の
お
姉
さ
ん
／
山
本
か
ず

み　

ほ
か

〇
日
時
…
令
和
二
年
三
月
二

十
一
日
（
土
）

開
場
十
時
三
十
分

開
演
十
一
時
（
約
九
十
分
）

〇
場
所
…
市
民
会
館　

紀
文

ホ
ー
ル

紀
州
有
田
商
工
会
議
所
青

年
部
で
は
、
青
年
部
メ
ン

バ
ー
が
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
に

扮
し
、
申
込
い
た
だ
い
た
ご

家
庭
へ
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
届
け

る
「
Ｙ
Ｅ
Ｇ
サ
ン
タ
ク
ロ
ー

ス
訪
問
事
業
」
を
以
下
の
通

り
実
施
予
定
。

現
在
、
訪
問
家
庭
を
募
集

し
て
い
る
。

詳
細
は
以
下
の
通
り
。

〇
開
催
日
…
十
二
月
二
十
三

日
（
月
）

〇
配
達
時
間
…
十
九
時
～
二

十
一
時

〇
募
集
対
象
…
有
田
市
に
お

住
ま
い
で
、
小
学
生
以
下

の
お
子
様
が
い
る
ご
家
庭

〇
募
集
人
数
…
一
〇
〇
名

（
先
着
順
）

毎
年
十
二
月
十
日
か
ら
十

六
日
ま
で
の
一
週
間
は
「
北

朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週

間
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

拉
致
問
題
は
、
我
が
国
の

喫
緊
の
国
民
的
課
題
で
あ
り
、

こ
の
解
決
を
は
じ
め
と
す
る

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵

害
問
題
へ
の
対
処
が
、
国
際

社
会
を
挙
げ
て
取
り
組
む
べ

き
課
題
と
さ
れ
る
中
、
こ
の

問
題
に
つ
い
て
関
心
と
認
識

を
深
め
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。

警
察
で
は
拉
致
に
関
与
し

□
税
理
士
に
よ
る
地
区
相
談

会
場
の
ご
案
内

〇
有
田
市
会
場

･
開
設
日
…
二
月
十
二
日

（
水
）、
十
三
日
（
木
）

･
開
設
時
間
…
九
時
三
十
分

～
十
六
時
（
相
談
受
付
締

切
時
間
十
五
時
三
十
分
）

･
場
所
…
有
田
市
役
所
三
階

会
議
室

※
十
二
時
～
十
三
時
ま
で
は

相
談
は
行
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。

〇
チ
ケ
ッ
ト
十
二
月
七
日

（
土
）
発
売
開
始

〇
販
売
先
…
有
田
市
民
会
館

【
全
席
指
定
】

大
人　

前
売
券
五
〇
〇
円

（
当
日
八
〇
〇
円
）

子
供
（
中
学
生
以
下
）
前
売

券
二
〇
〇
円
（
当
日
三
〇

〇
円
）

※
乳
幼
児
の
お
子
様
も
チ

ケ
ッ
ト
が
必
要
で
す
。

※
前
売
券
が
完
売
の
場
合
、

当
日
券
の
販
売
は
あ
り
ま

せ
ん
。

〇
問
…
有
田
市
民
会
館

　

℡
八
二
―
二
六
二
六

〇
募
集
期
間
…
十
二
月
十
二

日
（
木
）
ま
で

〇
申
込
料
…
無
料

〇
そ
の
他
…
お
子
様
へ
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
（
お
菓
子
）
は

青
年
部
で
準
備
し
ま
す
。

〇
申
込
方
法
…
電
話
も
し
く

は
商
工
会
議
所
事
務
局
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〇
問
…
紀
州
有
田
商
工
会
議

所
青
年
部

　

℡
八
三
―
四
七
七
七

た
北
朝
鮮
工
作
員
や
「
よ
ど

号
」
犯
人
等
に
つ
い
て
、
逮

捕
状
の
発
付
を
得
て
国
際
手

配
を
行
う
な
ど
、
拉
致
容
疑

事
案
の
全
容
解
明
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
拉
致
被

害
者
と
判
断
し
て
い
る
方
以

外
に
も
、
北
朝
鮮
に
よ
る
拉

致
の
可
能
性
を
排
除
で
き
な

い
方
が
い
る
と
の
認
識
の
下
、

鋭
意
捜
査
・
調
査
を
推
進
し

て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
皆
様
の
御
理
解

と
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

湯
浅
税
務
署
よ
り

凧
作
り
教
室

「
十
二
月
十
日
か
ら
十
六
日
ま
で

は
、『
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発

週
間
』で
す
」 

有
田
警
察
署
よ
り

大
阪
交
響
楽
団

０
歳
か
ら
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

～
動
物
園
に
行
こ
う
！
～

Ｙ
Ｅ
Ｇ
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス

　
　
　

訪
問
ご
家
庭
大
募
集

有
田
市
図
書
館
イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

♦
ア
リ
ッ
サ
の
お
は
な
し
か
い

（
乳
幼
児
～
就
園
前
く
ら
い
）

・
日
時
：
十
二
月
五
日
（
木
）

十
時
三
十
分
～

・
内
容
：
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

な
ど

◆
水
曜
映
画
会
（
大
人
向
け
）

・
日
時
：
十
二
月
十
一
日（
水
）

十
四
時
～

・
定
員
：
六
十
名
程
度

・
内
容
：「
グ
レ
イ
テ
ス
ト
・

シ
ョ
ー
マ
ン
」（
105
分
）

　

※
申
込
不
要

※
上
映
作
品
は
都
合
に
よ

り
変
更
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す

◆
ダ
グ
ラ
ス
の
ク
リ
ス
マ
ス
会

（
子
ど
も
向
け
）

・
日
時
：
十
二
月
二
十
一
日
（
土
）

十
時
三
十
分
～

・
内
容
：
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

な
ど

　

※
申
込
不
要

◆
シ
モ
ン
'S
ク
ラ
ブ（
中
高
生
向
け
）

・
日
時
：
十
二
月
二
十
二
日
（
日
）

十
時
三
十
分
～

・
場
所
：
市
民
会
館　

第
二
会

議
室 

・
内
容
：
ク
リ
ス
マ
ス
ハ
ン
ド

メ
イ
ド

・
定
員
：
二
十
名

　

※
参
加
費
：
無
料

　

※
申
込
み
受
付
中

中
高
生
向
け
の
イ
ベ
ン
ト

で
す
が
、
中
高
生
以
外
の
方

も
参
加
で
き
ま
す
。
た
だ
し

小
学
校
三
年
生
以
下
の
方
は

保
護
者
同
伴
で
お
願
い
し
ま

す
。
詳
細
は
チ
ラ
シ
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

◆
有
田
市
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
さ
さ
や
き
」
さ
ん

に
よ
る
朗
読
会
（
大
人
向
け
）

・
日
時
：
十
二
月
二
十
五
日
（
水
）

十
三
時
三
十
分
～

・
内
容
：
大
人
向
け
の
朗
読
を

し
ま
す
。

　

※
申
込
み
不
要

◆
読
聴
読
聴
音
読
会（
大
人
向
け
）

・
日
時
：
十
二
月
二
十
五
日

（
水
）
十
四
時
～

・
内
容
：
本
や
文
章
を
音
読
し

て
、
脳
を
元
気
に
し

ま
せ
ん
か
。

・
定
員
：
十
名　

申
込
み
受
付

中
（
定
員
に
な
り
次

第
締
切
）

◆
あ
か
ち
ゃ
ん
タ
イ
ム（
毎
週
木
曜
日
）

　

十
二
月
五
日
、
十
二
日
、

十
九
日
、
二
十
六
日

　

九
時
三
十
分
～
十
二
時

市
民
の
窓

商
工
文
芸 

１2
月
作
品

書
い
て
下
さ
い
。
投
稿
い
た

だ
い
た
感
想
の
中
か
ら
趣
旨

を
変
え
な
い
範
囲
で
添
削
や

割
愛
し
て
「
市
民
の
窓
」
に

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
匿
名
希
望
も
可
）

◎
あ
て
先

〒
６
４
９
―
０
３
９
８

紀
州
有
田
商
工
会
議
所

『
商
工
ニ
ュ
ー
スパ

ズ
ル
係
』

◎
応
募
は
が
き
に
は
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
・
年
齢

を
は
っ
き
り
書
い
て
下
さ

い
。

◎
賞
品
＝
七
月
～
十
二
月
号

対
象
に
抽
選

◎
十
一
月
号
の
正
解
は
「
カ

ツ
ラ
ハ
マ
」
で
し
た
。

『
里
ご
よ
み
』
を
毎
月
愛
読

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
有

田
市
の
変
わ
り
ゆ
く
四
季
の

情
景
を
写
真
と
共
に
な
つ
か

し
く
時
に
は
明
治
の
母
を
思

う
記
事
も
ご
ざ
い
ま
し
た
…

長
い
間
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

（
糸
我
町　

伊
藤
文
子
さ
ん
）

皆
様
の
上
手
な
俳
句
を
詠

ま
せ
て
頂
い
て
勉
強
さ
せ
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

（
宮
原
町　

Ｅ
・
Ｓ
さ
ん
）

文
化
祭
・
有
田
ふ
る
さ
と

う
ま
い
も
ん
ま
つ
り
大
賑
わ

褒
め
ら
れ
た
と
き
の

上
手
な
返
し
方

経
営
者
と
い
う
立
場
上
、

多
く
の
人
か
ら
褒
め
ら
れ
た

り
、「
す
ご
い
で
す
ね
」
と

言
わ
れ
た
り
す
る
こ
と
が
多

い
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
と
き
、

ど
の
よ
う
な
返
事
を
し
て
い

ま
す
か
。
肯
定
す
る
と
、
自

意
識
過
剰
で
調
子
に
乗
っ
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
そ
う
で

す
し
、
謙
遜
で
否
定
し
て
も
、

や
り
と
り
が
ぎ
く
し
ゃ
く
し

い
で
大
変
楽
し
み
ま
し
た
。

出
店
作
品
も
お
い
し
か
っ
た

で
す
。（港

町　

Ｓ
・
Ｋ
さ
ん
）

市
民
会
館
一
階
で
の
文
化

祭
の
展
示
見
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
何
年
ぶ
り
、
い
や
そ

れ
以
上
で
し
ょ
う
。
本
当
に

ど
の
作
品
に
も
感
動
い
っ
ぱ

い
で
し
た
。

（
古
江
見　

Ａ
・
Ｈ
さ
ん
）

今
年
は
元
号
が
変
わ
っ
た

り
、
消
費
税
が
上
が
っ
た
り

と
変
動
の
年
で
し
た
。
来
年

は
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
が
た
く

さ
ん
ほ
し
い
で
す
ね
。

（
山
地　

森
川
京
子
さ
ん
）

応
募
締
め
切
り
＝
十
二
月
十

日
（
消
印
有
効
）

発
表
＝
一
月
号
で

官
製
は
が
き
に
十
二
月
号

と
明
記
の
う
え
十
二
月
号
で

良
か
っ
た
記
事
・
感
想
・
市

内
の
ニ
ュ
ー
ス
等
と
答
え
を

▼
つ
い
先
日
、
私
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
「
飛
び
出
し
坊
や

君
（
正
式
名
称
・
飛
出
と

び
太
）」を
作
っ
て
頂
い
た
。

▼
街
角
や
道
路
脇
な
ど
で
、

子
ど
も
た
ち
の
交
通
安
全

を
見
守
っ
て
い
る
彼
で
あ

る
が
、
そ
の
歴
史
を
調
べ

て
み
る
と
一
九
七
三
年
に

滋
賀
県
八
日
市
市
（
現
・

東
近
江
市
）
の
社
会
福
祉

協
議
会
が
高
度
経
済
成
長

期
以
降
、
車
の
普
及
に
よ

り
急
増
し
て
い
た
子
ど
も

の
飛
び
出
し
事
故
対
策
と

し
て
提
案
し
作
ら
れ
た
の

が
始
ま
り
と
の
こ
と
だ
。

▼
彼
の
活
躍
で
ど
れ
だ
け
交

通
事
故
が
減
っ
た
の
か
を

調
べ
た
が
特
に
具
体
的
な

資
料
は
見
つ
か
ら
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
運
転
中
に

彼
が
視
界
に
入
る
と
、「
飛

び
出
し
て
く
る
か
も
！
」

と
意
識
し
、
間
違
い
な
く

交
通
事
故
発
生
の
抑
止
力

と
な
っ
て
い
る
。

▼
と
は
言
え
、
彼
が
い
な

い
と
こ
ろ
で
も
、
も
ち
ろ

ん
人
は
飛
び
出
し
て
く
る
。

悲
し
い
事
故
を
起
こ
さ
な

い
た
め
に
も
、
ド
ラ
イ

バ
ー
は
常
に
「
か
も
し
れ

な
い
運
転
」
を
心
掛
け
る

必
要
が
あ
る
。

　
　
　
（
編
集
事
務
局
）

ひ
と
こ
と

日 月 火 水 木 金 土
1 2

・経営窓口
相談

3 4 5
・正副会頭
会

6 7
・県青年部
役員会

8
・発明クラ
ブ

9
・経営窓口
相談
・記帳税務
相談
・労務相談

10
・メンタル
ヘルス・
年金相談

11 12 13
・年末調整
説明会

14

15 16
・経営窓口
相談

17 18 19 20 21

22
・発明クラ
ブ

23
・経営窓口
相談
・記帳税務
相談

24
・発明相談

25 26 27 28

29 30 31

紀州有田商工会議所 12月行事予定カレンダー

て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
と
き
は
、
ま
ず
は
「
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
受

け
入
れ
ま
し
ょ
う
。

ビ
ジ
ネ
ス
で
は
、
社
交
辞

令
で
お
世
辞
を
言
わ
れ
る
こ

と
が
多
い
も
の
で
す
。
ま

た
、
対
面
で
の
会
話
の
セ
オ

リ
ー
で
は
、
場
の
空
気
を
和

や
か
に
す
る
た
め
の
ア
イ
ス

ブ
レ
ー
ク
と
し
て
相
手
を
褒

め
る
と
い
う
こ
と
が
た
び
た

び
行
わ
れ
ま
す
。
た
と
え
謙

遜
で
あ
っ
て
も
、「
す
ご
い

で
す
ね
、
尊
敬
し
ま
す
」
と

褒
め
ら
れ
た
ら
、「
い
え
い

え
、
そ
ん
な
こ
と
な
い
で
す

よ
」
と
否
定
し
て
は
、
相
手

の
言
葉
を
否
定
す
る
こ
と
に

な
る
た
め
、「
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
」
と
返
事
を
し

ま
す
。

私
も
時
折
、
お
褒
め
の
言

葉
を
い
た
だ
い
た
り
、
女
性

と
い
う
だ
け
で
「
女
性
な
の

に
経
営
さ
れ
て
い
る
な
ん
て
、

す
ご
い
で
す
ね
」
な
ど
と
言

わ
れ
た
り
し
て
複
雑
な
気
持

ち
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
」
と
、
い
っ
た
ん
相
手

の
言
葉
を
受
け
入
れ
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
相
手
か
ら
具
体

的
な
点
を
褒
め
ら
れ
た
と
き

は
、「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
」
に
続
け
て
、「
さ
ら

に
努
力
い
た
し
ま
す
」
と
前

向
き
な
気
持
ち
を
伝
え
ま
す
。

現
状
に
甘
ん
じ
る
こ
と
な
く
、

努
力
す
る
意
志
を
伝
え
れ
ば
、

自
分
へ
の
評
価
や
信
頼
度
は

確
実
に
高
ま
る
は
ず
で
す
。

ま
た
、
相
手
が
取
引
先
や

目
上
の
方
の
場
合
は
、
相
手

の
サ
ポ
ー
ト
に
も
言
及
し
ま

す
。「
お
か
げ
さ
ま
で
」
に

続
け
て
、
自
分
が
ど
れ
ほ
ど

助
け
ら
れ
た
か
を
伝
え
れ
ば
、

相
手
を
立
て
、
互
い
に
喜
び

を
分
か
ち
合
う
表
現
と
な
り

ま
す
。「
そ
れ
、本
当
に
思
っ

て
い
ま
す
か
」
な
ど
と
聞
き

返
し
て
は
、
か
わ
い
げ
が
あ

り
ま
せ
ん
。
冗
談
っ
ぽ
く
、

照
れ
隠
し
で
言
っ
た
つ
も
り

で
も
、
相
手
に
と
っ
て
自
分

の
発
言
を
疑
わ
れ
る
の
は
決

し
て
気
分
の
良
い
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
ら
。

ビ
ジ
ネ
ス
上
の
お
世
辞
や

社
交
辞
令
の
褒
め
言
葉
に
対

し
て
も
、
感
謝
す
る
の
が
マ

ナ
ー
で
す
。

日
本
社
会
は
、
自
意
識
過

剰
な
態
度
で
い
る
と
、
足
を

引
っ
張
ろ
う
と
考
え
る
人
が

い
た
り
、
否
定
的
に
見
ら
れ

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
っ
た
り

す
る
た
め
、
つ
い
謙
遜
し
て

し
ま
い
が
ち
で
す
。
し
か
し
、

普
段
使
う
言
葉
は
自
分
に
染

8� A

2� C

� B

4� E

10� D

参
加
者
か
ら
は
普
段
車

で
通
り
が
ち
な
道
を
歩
く

こ
と
が
で
き
楽
し
か
っ
た

や
、
次
も
あ
れ
ば
ぜ
ひ
参

加
し
た
い
な
ど
の
感
想
が

聞
か
れ
た
。

光
地
を
知
る
と
も
に
、
有

田
市
の
グ
ル
メ
も
楽
し
ん

で
い
た
だ
い
た
。

上
位
三
チ
ー
ム
は
以
下

の
通
り
で
あ
っ
た
。

優
勝

　

十
八
歳
達
の
挑
戦
～

　

to the future

第
二
位

　

ヒ
ナ
サ
ナ

第
三
位

　

や
ま
フ
ァ
ミ
リ
ー

・・・・・・・・・・・・・・・・・

来
る
年
も
こ
の
辺
に
佇
ち
て
親
し
ま
む
こ
ぼ
れ
し
木
犀

の
花
を
掃
き
つ
つ

綛
田　

春
美

ゆ
る
ゆ
る
と
遮
断
機
降
り
る
も
平
然
と
赤
と
ん
ぼ
と
ぶ

夕
日
に
向
か
い

東
山
日
出
美

山
峡
の
清
ら
か
流
れ
と
涼
し
さ
と
貴
船
の
川
床
鮎
の
塩

焼
き

脇
中　

郁
子

香
に
酔
え
ぬ
老
は
侘
し
も
日
々
見
上
ぐ
金
木
犀
は
秋
を

誇
れ
ど

楠
本
夫
紀
子

廃
園
胆
な
る
や
も
知
れ
ぬ
畑
の
柿
実
る
こ
と
な
く
青
き

ま
ま
落
つ

中
西　

令
子

白
装
束
解
き
て
し
み
じ
み
こ
の
里
に
馴
染
め
た
よ
う
な

今
年
の
祭
り

坂
本　

康
寛

退
屈
も
幸
せ
な
り
と
電
線
に
所
在
な
げ
な
る
鳩
の
声
聞

く

石
尾　

典
子

三
十
年
使
い
込
み
た
る
俎
板
に
お
疲
れ
さ
ま
と
暇
を
だ

し
た
り

蔵
東　
　

兌

収
穫
を
目
の
前
に
し
て
水
没
す
り
ん
ご
農
家
の
呆
然
と

あ
り

濱
地　

宏
子

建
築
の
様
式
変
わ
り
軒
の
辺
に
鳴
き
い
し
雀
す
が
た
消

し
た
り

木
下　

昭
一

み
付
い
て
し
ま
い
ま
す
。
経

営
者
に
は
、
ど
ん
な
こ
と
が

あ
っ
て
も
目
標
を
達
成
す
る

と
い
う
強
い
気
持
ち
や
志
が

必
要
な
た
め
、
あ
ま
り
自
分

を
へ
り
く
だ
り
過
ぎ
る
の
は

考
え
も
の
で
す
。

褒
め
言
葉
も
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

〝
受
け
取
り
上
手
〟
は
好
か

れ
る
人
で
す
。
そ
れ
は
、
経

営
者
に
と
っ
て
も
必
要
な
素

養
で
す
。

人
財
育
成
ト
レ
ー
ナ
ー

美
月　
あ
き
こ

人
財
育
成
ト
レ
ー
ナ
ー
・

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
講
師
。
大

学
卒
業
後
、
日
系
お
よ
び

外
資
系
航
空
会
社
に
て
国
際

線
客
室
乗
務
員
と
し
て
17
年

間
勤
務
。
現
在
は
、
人
財
育

成
ト
レ
ー
ナ
ー
と
し
て
接
遇

サ
ー
ビ
ス
、
対
人
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の
講

演
・
研
修
を
企
業
や
団
体
に

て
行
う
。
客
室
乗
務
員
時
代

に
身
に
つ
け
た
フ
ァ
ー
ス
ト

ク
ラ
ス
仕
様
の
サ
ー
ビ
ス
を

元
に
し
た
、
ユ
ニ
ー
ク
な

研
修
が
好
評
を
博
す
。
年

間
一
八
〇
回
以
上
の
研
修

と
講
演
を
こ
な
す
。
著
書

に
、『
フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ
ス

に
乗
る
人
の
シ
ン
プ
ル
な
習

慣
』『
15
秒
で
口
説
く　

エ

レ
ベ
ー
タ
ー
ピ
ッ
チ
の
達

人
』
な
ど
が
あ
る
。

短　

歌

有
田
市
初
の
ハ
ワ
イ
ア

ン
キ
ッ
チ
ン
が
国
道
42
号

線
沿
い
に
十
月
一
日
か
ら

Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ
。

ラ
ン
チ
に
ロ
コ
モ
コ
や

ポ
キ
丼
、
カ
フ
ェ
タ
イ
ム

に
は
香
り
立
つ
コ
ナ
コ
ー

ヒ
ー
に
た
っ
ぷ
り
生
ク

リ
ー
ム
の
パ
ン
ケ
ー
キ
、

デ
ィ
ナ
ー
に
は
好
き
な
お

酒
に
ガ
ー
リ
ッ
ク
シ
ュ
リ

ン
プ
や
ス
テ
ー
キ
、
店
長

こ
だ
わ
り
の
ハ
ワ
イ
料
理

か
ら
な
じ
み
深
い
居
酒
屋

メ
ニ
ュ
ー
ま
で
ご
用
意
し

て
お
り
ま
す
。一
人
で
ゆ
っ

た
り
し
た
い
方
も
友
達
と

楽
し
く
過
ご
し
た
い
方
も

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

有
田
市
に
は
な
か
っ
た
夜

カ
フ
ェ
も
可
能
で
す
。（
個

室
有
：
要
予
約
）

会員の声
ハワイアンキッチン
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児
嶋
◦
◦
す
る

シ
リ
ー
ズ

紀
州
有
田
商
工
会
議
所

青
年
部
（
阪
本
幸
男
会
長
）

で
は
、
創
立
五
十
周
年
記

念
事
業
と
し
て
「
有
田
ふ

る
さ
と
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
」

を
十
一
月
三
日
（
日
・
祝
）

に
開
催
し
た
。

ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
と
は
地

図
を
も
と
に
チ
ェ
ッ
ク
ポ

イ
ン
ト
を
回
り
、
チ
ェ
ッ

ク
ポ
イ
ン
ト
に
て
写
真
を

撮
影
・
ポ
イ
ン
ト
を
ゲ
ッ

ト
し
、
ゴ
ー
ル
時
に
獲
得

ポ
イ
ン
ト
の
多
い
チ
ー
ム

が
上
位
と
な
る
ス
ポ
ー
ツ

競
技
で
あ
る
。

当
日
は
、
有
田
市
内
は
も

と
よ
り
、
和
歌
山
市
、
御

坊
市
、
田
辺
市
等
か
ら
三

十
三
チ
ー
ム
、
一
一
五
名

が
参
加
し
た
。

有
田
市
民
会
館
紀
文
ホ
ー

ル
に
て
開
会
式
を
行
い
、
十

時
ち
ょ
う
ど
に
競
技
が
ス

タ
ー
ト
し
た
。（
競
技
時
間

四
時
間
）

参
加
者
は
チ
ェ
ッ
ク
ポ

〇
日
時
…
十
二
月
二
十
二
日

（
日
）

･
九
時
三
十
分
～
十
一
時
三

十
分

･
十
三
時
三
十
分
～
十
五
時

三
十
分

〇
場
所
…
有
田
市
文
化
福
祉

セ
ン
タ
ー

〇
対
象
…
有
田
市
内
在
住
の

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

（
午
前
の
部
・
午
後
の
部
と

も
先
着
四
十
名
。小
学
三

年
生
以
下
は
保
護
者
同

伴
）

〇
参
加
費
…
三
〇
〇
円
（
当

日
徴
収
）

〇
用
意
す
る
も
の
…
も
の

さ
し
、
木
工
ボ
ン
ド
、
は

さ
み
・
セ
ロ
ハ
ン
テ
ー
プ
、

カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
、
え
ん

ぴ
つ
、
新
聞
紙
、
油
性
マ

ジ
ッ
ク
や
色
え
ん
ぴ
つ

〇
申
込
…
午
前
の
部
か
午
後

の
部
か
を
選
ん
で
十
二
月

十
三
日
（
金
）
ま
で
に
電

話
で
お
申
込
み
下
さ
い
。

〇
問
…
有
田
市
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課

　

℡
八
三
―
一
一
一
一

　
（
二
九
七
・
二
九
六
）

イ
ン
ト
一
覧
地
図
を
も
と

に
有
田
市
全
域
に
設
定
さ

れ
て
い
る
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ

ン
ト
を
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー

一
丸
と
な
り
巡
る
こ
と
と

な
っ
た
。

移
動
方
法
に
つ
い
て
は
、

徒
歩
、
電
車
、
大
会
専
用

バ
ス
が
使
用
で
き
、
戦
略

立
て
て
ル
ー
ト
を
決
め
高

得
点
獲
得
を
目
指
し
、
ど

の
チ
ー
ム
も
奮
闘
し
た
。

本
大
会
で
は
有
田
市
の

観
光
地
や
寺
社
仏
閣
の
他
、

飲
食
店
な
ど
も
チ
ェ
ッ
ク

ポ
イ
ン
ト
に
設
定
。
特
別

ポ
イ
ン
ト
と
し
て
特
定
の

飲
食
店
等
で
飲
食
す
る
と

追
加
得
点
が
あ
る
“
グ
ル

メ
ポ
イ
ン
ト
”
や
同
日
開

催
の
有
田
ふ
る
さ
と
う
ま

い
も
ん
ま
つ
り
会
場
内
で

グ
ル
メ
コ
ン
テ
ス
ト
写
真

を
撮
影
す
る
と
追
加
ポ
イ

ン
ト
と
な
る
「
う
ま
い
も

ん
ま
つ
り
ポ
イ
ン
ト
」
な

ど
も
設
定
。
参
加
者
は
観

［
有
田
ふ
る
さ
と
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
報
告
す
る
］

問
…
有
田
市
図
書
館
　
☎
八
二
―
三
二
二
〇

＜年末年始休館のお知らせ＞
年内の最終開館日 12月 28日（土）
以下の期間は休館いたします。
○ 12月 27日（金）図書整理日
○ 12月 29日（日）～
　　令和 2年１月３日（金）
年始は令和 2年１月４日（土）から
開館。
休館に伴い、12月15日（日）～12

月 28日（土）の貸出は、お一人合計
15点までに変更します。
視聴覚資料および雑誌は、あわせ
て５点まで。

ランチ：11:00～16:00
カ フェ：14:00～16:00、

18:00～24:00
ディナー：18:00～24:00

営業時間：11:00～25:00
※16:00～18:00（close）


